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ま え が き  
 

 

本報告書は、アンケート調査の二次分析を中心に、母子世帯の経済的自立状

況とその必要条件について総合的に検討したものである。  

非正規就業者を中心に、働いても貧困が解消されない、慢性的貧困に陥りや

すいなど、母子世帯の経済的自立には多くの壁がたちはだかっている。経済的

自立を果たせた者と果たせなかった者との差がどこにあるのか。より多くの母

子世帯を非自立グループから自立グループへと移行させるためには、母親がど

のような職業選択を行い、どのような教育投資を行えば良いのか。また、母子

世帯の経済的自立を促すためには、どのような支援が望ましいのか。本報告書

は、これらの疑問の解明に挑もうとしている。  

そして、シングルマザーの就業に欠かせない視点は、仕事と育児と余暇時間

の融和、いわゆる「ワーク・ライフ・バランス」である。就業所得の向上によ

る経済的自立も、一定の限界がある。本人の能力問題はさておき、シングルマ

ザーは有配偶女性に比べ、育児時間、家事時間と睡眠時間が相対的に少なく、

勤労時間が長くなっている。シングルマザーに必要なのは、「企業戦士型経済

的自立」ではなく、「ワーク・ライフ・バランス型経済的自立」ではなかろう

か。  

本報告書が、母子世帯の経済的自立の向上や今後の労働行政施策の立案等に

資することを期待する。  
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